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［背景・ねらい］ 

広島県の麦作では、湿害対策として表面排水が良好な 1 畝 4 条の畝立てドリル播き栽培

が普及しているが、1 畝ごとに排水溝があるため圃場利用率は 80％以下と低く、収量の制

限要因となっている。これまでに小麦では肥効調節型肥料 LP コート S30 を播種溝に全量基

肥施用する畝立てドリル播き栽培において、排水溝に隣接する畝の外側条の施用量を内側

条の 1.5 倍に増やして光条件の良い排水溝上方の空間に穂数を多く確保することで、圃場

全体の収量の増加が可能となる全量基肥条別施用技術を確立しているが（2015 年度研究成

果情報）、大麦では未検討である。そこで、大麦用の肥効調節型肥料エムコート S20H（以

下、MS20H とする）を用いて、この技術の大麦への適用性を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．全量基肥施用する大麦の畝立てドリル播き栽培において、MS20H を排水溝に隣接する

外側条に内側条の 1.5～2.0 倍施用しても（図 1）、成熟期は慣行と同時期である（表 1）。 

２．稈長は慣行と比較して同程度かわずかに長くなるが、倒伏の発生はない（表 1）。 

３．外側条の精子実重は増施により、主に穂数が多くなることで増加し、排水溝を含めた

面積あたりの精子実重は㎡あたりの粒数が多くなることで増加する（表 1）。 

４．検査等級は慣行と比較して同等かやや低下する（表 1）。 

５．硝子率は慣行と比較して高くなる（表 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は農業技術センターの埴壌土の水田圃場で得られたものであり、総窒素量は土

壌の肥沃度に応じて調節する。 

２．MS20H が播種溝に落下するように施肥播種機の肥料の誘導パイプ等の部品をダブルデ

ィスク内に落下するものに変更する。 




